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日本産頚長轟科に関する分類準的研究

玉貫光

（第八回版〕

一一ーー』』），、、r、＿＿，...＿，...、＿，，.－～，ーー一一－－

A STUDY ON THE CLASSIFICATION OF CEPHALOIDfE IN JAPAN 

BY 

Kor cm T AMANUKI 

ρl¥'ith Plate VII勾

ままに接表せんまする頚長蕗科は従来多（の先進皐者に依って、之を濁立

せるー科さなして取扱ふものさ、擬天牛科仁含めて其のー属さして取扱ふも

のさ、叉地臆科のー属さなして取扱ふものさの三設がある。本邦にあっても

亦、 G.LEWIS, G. JACOBSONの雨氏、並びに松村理、農皐博士の三先進皐者に

依って早〈から研究せられたものであるが、 JACOBSON氏は之をー科Eなして
取扱はれてゐるが、松村博士、並びに LEWIS氏は擬疋牛科のー属芭して接居

表せられてあるのマ、一般には此の擬天牛科に属せしめるの設が信守られて

つ？と。

記述者は此の擬天牛科に関して研究を進めτゐるものであるが、本科中
に属せしめられてあった、 Cepha!oon属を分類するに嘗り、研績の結果、明ら

かに濁立せるー科さなして立たせ得る多〈の特徴を具へてゐる事を知b得た

ので、恩師松村理、農皐博士の許可を得、博士の懇切なる指導の下に接表す

るも＠でゐる。

本文は金〈思師松村博土を始め、農串土内田聾一氏及び嘗大串農皐部貴

科講師溢谷甚七氏等の教導に依って成されたものでbるから、蕊i二深（戚謝

の意を表する。

本邦に於りる研究歴史

本多目に於りる頚長轟科に闘する分類皐的研究は GEOGELEW lS氏に始ま

れ松村盟、農事博士に至っτゐる。即も LEWIS氏は商塵1895年に本州産の
(Tra凶.Sapporo Nat.日i詰t.品c.,Voi. IX, Part 2, i927]. 
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一新種じ汐lza!oon・ sakuraeを擬天牛科に含めて接表した。（り下って1905-r9r3

年には G.GEORG, JACOBSON氏は今mnillusvariab!is MorscH. の朝鮮に産する

事を報告し、く2）松村博士はr91I年に刊行せる樺太昆最誌、（3）に ζ》加loonpattens 

MOTSCH・を暴げ、 LEWIS氏のsakuraeはニの異名なる事を記せられた。叉同博

士の r915年に!ii版せられたる昆最分類皐下巻助 tこ於τは、 LEWJS氏の前出種
を再認せられ、之を存在せしめて稜表せられた。而Lて JACOBSON氏の之を一

科ごなして濁立せしめて接表せるに反し、松村博士は LEWIS氏に従って、擬天

牛科に属せしめて接表せられた。以上は本邦に於りる頚長議科の研究歴史の

大略でゐるが、之に依つτ観れば従来判明しτゐる種類は二属三種を敷へ得
るのである。

科の存在に闘する論議

顎長最科は従来世界の多〈の分類皐者に依って上越した撲に、科さなし

τ取扱ふものご、擬天牛科に合めるものさ、地謄科に含めるものさの三設が
ある。

抑も本科に属する見識の最初に皐界に紹介せられたの．はr838年である。

郎も EDWARDNEWMAN氏は Canada産のじ刷物onfφturidesを新属新種芭

しτ擬天牛科に含めて接表せられた。業後各地に於τ該属の種類が接見せら
れ、多ぐの皐徒に依って礎表せられたが、之等は必今、しも最初の研究者の様

仁擬天牛科に臆する積類させられてはゐない。

即も LECONTE氏や LACORDAIRE氏は之を地謄科に属せしめ、 MOTSCHUL-

SKY氏は科2して濁立せしめ、花蚤科の直前に置いてゐる 0(5）更に LECom、E

氏は二度目の研究に於ては、之を MOTSCHULSKY氏さ同様に濁立せる科を形成

せしめた。叉 HEYDEN氏はアムーJV地方の該畠に闘する研究をなすtこ際し、

(1} G. LEWIS-On the Cistelidae and other Heteromerous Species of Japan (Ann. Mag. Nat. Hist. 

(6) xv, p・444,fig. Io, 1895). 
(2) G. JACOBSON-Die Kafer Russland und West-Europas, p. 1012, tab. 83，五g・34,1905・13(35 
は説り）．
(3) S. MATSUMURA-Erster Beitrag zur Insekten-Fauna von Sachalin, p. 129 (Journ. Coll. Agr., To-

hoku Imp. Univ., pt. 1, p・129,191I）・

(4）理事博士、松村松平？昆品分類事下巻 p.104, tab. 3, fig. 20 （大正問主的・
(5) K. ESCHERICH氏に依れItMOTSCHUJ.SKY氏は之を長朽木轟科（M.ELANDRYIDJE)tc:腐せし
め仁左言ってゐるが、 ScHENKLING氏編輯の Catalogue(BoRCHMANN氏捲賞）には此事食はtt.ii、。且つ

叉此Catalogueには頚長品科の設定者にはM氏を認めず、 J.LECONTE氏を設定者としてあるが、 M氏は

Schrenk’s Reisen, II, p. 140には D.Anthophites, Pectinipea』・s,Cephalaonidesと認して立i庇に濁立苦しめ
てゐる、故lこ震の設定者は LECONTE氏ではな＼ MoTSCHULSKY氏である。
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之を地謄科lこ編入し、此の他 ESCHERICI王氏も亦 HEYDEN氏り様に地勝科に含

めて亜料ZONITIN.tEに入れて畿表した。更に下って F.BORCHMANN氏は、

其目録を編するに営り MOTSCHULSKY氏や LECONTE 氏等の濁立識を採用

して、之れを地謄科の直後に置いた。此濁立説l二賛同する皐者は BORCHMANN

氏の目録に依れば欧羅巴にあっては、 CHAMPION,SEMENOW, JACOBSONの三氏で

あり、北亜米利加にあっては LECONTE氏を始め、該識の研究者の何人もが

之を認めでゐる。

然らぱ今之を地謄科に含めるを至嘗ごした一人である。 ESCHERICH氏の

記する地謄科中の ZONITIN.tE亜科の特徴を誇遮すれば次の様 Eゐる。

鯛角剛毛版、稀に糸放を呈するか、或は先端は少し（膨大す。先端

の膨大せるものにありては麹鞘、の接合部は隔離し、後胸板は延長す

るか、若し〈は後頭部は頚さ隔離せずo後胸板は畏〈、爪は多（は

有歯にして無歯なるさきは接合音I｝は隔離す。趨輸の接合部は先端に

至る迄相会し、若（は多少隔離し、常に後麹を有す。雄の交尾器は

腹部に水卒、癒着せる Param eraは宛然被蓋の知〈陰茎上に横はる。

之等の特徴は後節に於て詳記する様に頚長最科の特徴に大部該賞するの

である。

夏に之を擬天牛科に属せしめるを至営となす一人である松村博士に従ひ

其の著、見最分類皐に解〈擬天牛科の特償を列記するならば次の様である。

鯛角十一節、雄に限り十二節なるものあり、締般若〈は鞭肢を曇し、

眼前~｛立す。小限髪の未端節は普遁斧般をなす。頭は突出 L、前胸

細（、麹鞘長し。脚は細長、第三附節は二個の小片に分支し、叉心

臓形をなすものあり。其形天牛に諒似するも麹鞘の軟質なるを以て

認別するこさ難からすも0 （後略）

之に依って観る三きは、該識は第三鮒節は二個の1J、片に分支し、叉心臓

形を呈せるものがあると云ふ特徴を除いての他は杢（擬天牛科の特徴を具有

してゐるものであるが、此の第三附節の特徴は擬天牛科色決する重要なる特

徴ご思考せられるが、頚畏識Hにあっ℃は後章ι於て詳記する様に全く之氏
該営せ子、寧ろ地謄科のそれに一致し、且つ其の爪には擬天牛科の見最の何

れの種類にも存しないが、地臆科の見轟の特徴なる小爪を有する所よし若

し夫れを濁立せしめづに何れの科lこか含ましめん芭するならば、擬天牛科に

属せしむるよりも寧ろ地謄科に属せしむる方が至嘗でゐるご思はれる。

然し乍ら該患は地謄科、擬天牛科の雨科の有する多くの特徴を具有する
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も、夏に他の特殊の形態却も鮒節、爪、其他雄の生殖器の類似等iこ依って著

者も亦 BORCHMANN氏の如〈濁立せしめ之を地謄科の直後に置き、本邦崖鞘稽

目、異節圏に加へたのである。

特 徴

成車、細長にして頭部及び胸部は突出し、下方に脅曲す。複眼は光樫あ

る黒色にして擬天牛科の如〈腎臓形をなすo鯛角は締般にして、末端に至る

仁従ひ肥大し十一節より成り、頭、胸部を会したるよりも積々長しo口部は

前方lこ吻肢に突出し、下腿震の末端は斧肢を墨す。大限には微小なる四個の

歯を有す。頭部は基部細〈、漸次虞がりて圃扇肢を呈し、頭は剣然せ守、。胸

背板は基部虞〈、前方に狭まりτ鐘肢を畠す。麹輸は長〈、末端に至 bて細
まち、側縁は内方に轡曲す。脚は細長、後肢は最も費遣し、端刺は細くして

鋭〈、爪は二分し、歯を並列す。

形 態

a. 頭部。頭部は前方に突出し闇扇肢を墨し、先端に至るに従ひ横まる。

頭楯は普通鈍角の矩形を墨し、中高にして微小なる不規則の勲刻を散布し、

徴毛を有す。燭角は頭婦の基部に逗接して起し十一環節よ b成b、緑肢にし

て徴毛を有す。普通第三環節最も長〈、漸失短小し、第九及びナρ雨節は固
錐形にして、その幅賓〈、末端節は園筒形にして第四環節Z略々同長な b。

(PI. VIII, fig. 2）複眼は腎臓形にして大きく、黒色を呈するもの多けれぜも瑳

紋を有せるものもあり。上層は矩形にして前縁は虞（、凹陥し、頭楯の如（

不規則なる微小の勲刻を散布し、徴毛を有す。大腿は堅硬にして銃ぐ、岡本

の鋸歯を有す。下腿は太〈して強因。基節、陛節は角形にしτ、鰹節は基節
よりも遁に大な b。外葉は細長〈、先端は三分し、各分支技よ bは細微なる

雄毛を生じ、内葉は外葉よ bも少しく太〈、内方には刷毛肢の徴毛を並生す。

下腹、髪は四節よ bなれ第一節は極めて短く、他の三節は長〈、就中第二簡

は最長にして、第三、四節を合したるご同長、末端節は斧放を呈す。下屠は

閉角形、基部狭（前方l[C.至るに従ひて績がる、下層蒙は三節よ bなb、各節

殆んE同長にして、普通斧肢を呈す。（Pl.VIII, fig. 1 ). 
b. 胸部

ィ、背面o胸背反は鐘放を呈し、平滑にして微を毛密生し、中高にして
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前、後雨縁は少しく縁取られ側綾の中央部は少しえ突出す。（PI.VIII, fig. 3) 

p、腹面

前胸。腹板の前線は甚だ深ぐ轡入L、後側棋は甚だ小なし
中胸。腹放は三叉形にして中央部は長｛延長し、後肢基節掲に突出す、

前倒板は三角形にして極φて大き｛、後側板は稿々矩形にして1J；、な lJ0 

後駒o腹板の中央には深き縦溝を有し、その扇卸は略々菱肢を曇す、前

傾坂は積々矩形をなし、後側板は梗般にして大なれ

c. 稜版部。稜斌部は舌般にして大なら十。

d.麹鞘

趨輸は細長にして末端は尾節を掩も肩部最も庚C、漸次細まる。外線は

少し（縁取られ、基部は腹部を僅か仁被ふ、全面平滑じして光揮ある天鷲紙

様の徴宅を密生し、斑紋を快き、接合部及び租！！縁には黒色の縦僚を有するも

のあb。接合部の先端は少し｛外方l二関（。
後麹は膜質にして太き麹眠を有し、友色宇透明な b0 

e. 脚
脚は極めて細長（、前、中、後肢共に同形な b。

基節は甚だし（礎遣し、楳般にして肥大し、側面及び裏面は輔らる。

轄節は三角形にして細長な b。

腿節は固筒形下竿部は少しぐ膨大すo

腔節は細長にして末端に至！＞ 1.少し〈撲がち各肢共にー劃の距を具、へ、

前肢にあbては極めて小さ（、中、後肢l二於ては著し（接遣す。（PI.VIII, 
fi~. 4). 

鮒節は前肢は五節、中、後肢は四節よ b成b、各肢同形、細長にして少
しぐ扇平な b。前肢にあ bては末端節最も長心中、後肢t二bbては第ー節
最も長大なり。

‘・．
爪は各肢共に一双の小爪（Empodium）を有し其形長斧形にしτ平たし。

爪は鎌股 t：轡曲して鏡ぐ、普通鋸歯肢の小指を有す。？~ナガムシ属iこあり
ては小爪は爪よ bも短し。（PI.VIII, fig. 5). 

J.腹部
腹部下面は五環節よ b成b、何れも略k同長まるも、先端に至るに従ひ

細まし ~~iトガ~~属にゐ b ては雄の第五節末端は三角形に切 b 込まれ、
側鈎を有す。側鈎は舌放に二分しτ雨側より生じ、生殖棒を被包すo

C'・ 生殖器

． 
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雄一雄の生殖器は腹端より出づる舌肢の二側鈎は稿々キチン質にして黒

色、其周縁には微毛を密生す。陰窒は二節より成り、第一節は園筒形にして、

第二節は銭状に二分し、第一節の末端は卦に二分し、第二節を基部の外側被

包す。第二節t二は数本の友白徴毛を生す・。（PI.VIII, figs. 6, 7). 

雌ー維の生殖器は尾笥に包まれて現はれ5れざも、之を摘出すれば特殊

なる産卵管を接見す。産卵管はー封の矢の根肢を呈せる附属葉片を以て包ま

る。其葉片はキチシ質にて構成せられ、背面は少しぐ中高にして、腹面は陥

落し、上宇部の内方及び下宇部の側縁は縁取られ、上宇部の縁はコイ形にしτ
強〈、下宇部の側縁は弱し、背面は極めて短かき天鷲紋様の軟毛を密生す。

(PI. VIII，日g.8). 

系統

本科に於ける分類皐上の位置に関しては、銃迭し？と様に科さして認める

か或は他の科に隷属せしめて取扱ふべきかは、従来多（の先進撃者に依って

論議せられたものであるが、今前章に於て連ぺた形態上がら考察して、本科

芭之の近縁持さの関係を明らかにし、以て其系統を剣明にしよう。

先づ之を擬天牛科に隷属せしめよう芭するならば衣の相似に於て成す事

が出来る。

a. 複眼¢弦月形を呈せるこさ 0

b. 頭部は吻肢に突出せるこさo

c. 韓は細長で繊弱ぞゐるこご。

然し乍ら擬天牛科の見識は之等の特徴の以外に次の様な重要な特徴を具

備してるゐる。

α． 附節は二片の小片に分支するか、又は心臓形を呈してゐる 0
b. 通常胸背板は前方に績がってゐる。

c. 複眼は極めて大きい頭部の大学を占めてゐる。

叉之を地謄科の中tこ含め得られる芭すれば央D様な相似に於てである 0

0・爪には小爪を有するこさ。

b. 胸背板は鐘状なるこさ。

c. 頭、胸却の甚だしぐ下向してゐるこさ。

d. 地臆科中の Stenodera属に其生殖器が酷似してゐること。（K.ESCHE-

RICH氏に接的。

地騰科の昆識の重要なる特徴さしては之等の他にヲたの様な特徴を具備し

． 
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てゐるが、該符の昆掻仁は之等の特徴はない。

a. 後頭部は頚般を是L、後頭さの聞は細溝を以て明瞭に堺せられてゐ
~ Ci 

8・頭部は固形を呈 L 、胸背板の幅よ b も蓬~農（、且つ頭頂は胸背板
よbも蓬に高まってゐるC

如斯頭長識科の見掻は其形態上i三於て、擬天牛科にも亦地臆科lこも属せ

しめ得る多〈の特徴を有してゐるが、之等の二科の有してゐない特殊なる形

態を具へてゐる事を以て本科の主要特徴さなL、二科に共遁する特徴を以て
副特徴ざして之を猫立せしめ、以て分類皐上の位置を確立せLむるものであ

る。而しτ其生殖器の相似さ脚部の相似ごによって地騰科に最も近縁なる事
を知b得るので、之を其直後に置〈のを至営マあるさ信今、る。

分 類

本邦に産する頚長掻科の昆識は BORCHMANN氏に従～ば、二属ニ種を産

する事になってゐるが、記述者の研究に依れば、B氏がニヲの種類を各々異な

った属に編入し？と事は誤りで、二種共に同ーの属に包含すぺきであり、且つ

此他に JACOBSON氏が朝鮮に産する事を掠告したー属一種吉一末記録接種芭四

新盤種の産するを知る事が出来tzo
之等を T.CASEY氏及び JACOBSON氏の分類法を基本ごなして分類するな

らば、本邦産の該種は次の一族に相官する。

族の被索衰

附節は細長にして末端前節は襲化せ歩。爪は通常細〈、尖端は弓般に湾

曲ι、内側には櫛歯肢の小歯を有す・H ・H ・H ・H・.....・H ・－－令官ナガAシ族

クビナガムシ族〈新稀〉

Cephα：loonini CASEY 

Entomological News, p. 193 (1889). 

鮒節は細長にして末端前節は他の節さ同一にして、爪！1細〈、内側tこは

櫛歯肢の小歯を有し、先端弓肢に轡曲して銃LO 鰯角第三節は先端の三節を

会したるものさ略々同長なり。

本族には次の三属を含む。
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属の検索表

I. 小限髪の末端節は園錐形にして、内側は外側よりも少し〈短（、業先端

は内方に傾耕して短〈、端査なり例...・H・ ~~iトガムシ属（Cephaloon)

2. 下聴髪末端節の内側は甚だ短〈、先端は斜に強〈弓肢に轡曲す（7).. 

．スボ＝デ7ム嵐（Sponidium)
3・小爪は爪巴略々同様民鎌肢を基し、鯛角第九、十の雨節は維にありては

和、々 楕間形を墨す明....＇・H ・....・H ・....・H ・...:cヲ7ミルス属（Ephamilltis)
本邦に産する頚長最科の昆識は第一属及び第三属に隷するものであるが

第三属は不幸にして観察する事が由来なかったので本属の記載は総て他の研

究者の記載を引用する事にした。而して此第三属に就いては Esc11ER1c1王氏は

第｝属に含め共属の存在を認めてゐないが、最近の研究者である JACOBSON氏

は之を存在させて詑越せられてゐるのぞ、後者の設を其儲に取入れる事にし

tz。

。~ナガムシ属仁新務〉

Cephαloon NewMAN 

E此 Mag.V, p. 367 (2838). 

頭部は長〈口吻般に延長し、鯛角は細長にして先端の三節は肥大す。第

三節は先端の三節を合し？とるものさ同長。爪の内側に小歯を有し、小爪は楯

肢を呈す。本属は新北区地方に一種、奮北直地方に二種を産し、本邦にあっ

ては次の二種を産す。而しτ其中の一種は本州特産の種類なり。

t. Gephaloon pαilens MOTSCHULSKY 

Schrenk’s Reisen II, 2, p. 140, tab. IX, fig. I 5 ( 1860); MATSUMURA, Journ. 

Coll. Agr., Tohoku Imp. Univ., IV, pt. I, p. 129 (191け

ヨガ－シラクピナガ齢ム事／（改栴〉

コガジラカミキ 9毛ドキミ （松村）

黄色。唯Tご複眼、下腿髪の末端及び後肢腿節の末端のみ黒色。背而は微

細なる軟毛を以て包まれ、頭、胸部は麹鞘区比して稿々濃色なり。腹面は背

面に比して少しく曇る。雌雄に依りて共形態を少し〈異にし、雌は雄よりも

(6), (7) CASEY氏にに依る

(8) JACOBSON氏に依る
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輯庚〈腹部は肥大し、第九、十の雨節は雄に比して少L＜厚し。雄は体細〈

腹部は暗黒色、若〈は黒色を塁す。

体長雌－13-14粍雄一12-13・5粍

体躯雄一2.5-3粍雌2-2.5粍

産地宮 内 12/VII E伊9！；？一頭小熊拝博士採集。

貝塚 I3/VII 1909 ~一頭間 博士採集ミ

東白滞 2/VIII1909 9ニ頭

8三頭同 博士採集。

内路 13/VII 192J ~ー頭 2jVIII 1924 0 －頭

村瀬古氏採集。

敷 香 23/V.U 1924 9ー頭 8三頭村瀬古島採集。

分布南樺太、アム F }Vo 

本種は極めて襲化粧に富むものであって、 HEYD郎氏はアムール地方の

該識の色彩の襲化せるものを各々本種の襲種lごして接表してゐる。此内の－

tこ該営してゐるもので宮教室に保存せられてゐるものほ央のー麓種マある。
Cepha!oon pa!lens-MOTSCHULSKY var. c仇c母-enneHEYDEN 
Deutsche Ent. Zeitsch. p. 100 ( 1897). 

本接種の原種ご異在る所は突の如L0 

I. 原種よりも轍弱なりO

2・胸背板の側縁及び前半は黒色を呈し、前半黒色部の中央は舌般に

後方tこ延長す。

3.頭部の背商及び上唇は黒色なり。

4.麹鞘、接合部及び其側縁は黒色。と縁取らる。

5・腹部下面節は末端節の先端刀みを残して漆黒色を呈す。

体長 12粍 体幅 2粍

産地内 路 r/VITI 1924 0一頭 村瀬古兵採集。

分布南樺太、アムー JVo

Cephaloon pal!e創 MOTSCHULSKYvar. nigromacu!atum var. nov. 

(pl. VIII，日g・9)

本麓種は究の諸黙に於て原種さ直別せらる。

I. 頭頂惇は黒色の固紋を有す。

2. 胸背板の前線及び側縁並びに前宇の中央に達せる一線は黒色、を曇

す。
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3.中、後板は黒色なり。

4・腹部下面節の接合部及び共側方は黒色。 ' 

体長； 12粍 体幅 2粍

産地富 内 22/VII 1909 oー頭小熊拝博士採集。
本務種は HEYDEN氏の襲種 maculico!leに酷似してゐるが、頭部に有する

黒紋が相違してゐるので惑に一新襲種さなすものである。

Cepkaloon pattens MosTSCHULSKY var. sackalinense var. nov. 

(pl. VIII, fig. I I) 

本麓種の原種芭の相違は衣の如し。

I. 頭頂には楕園形の黒色紋を有す。

2・胸背板の側縁及び前線（但し中央部を僅かtこ残す）並びに中央よ

b稽前方Uとある模肢紋は黒色。

3・麹鞘接合部及び腹縁下面節は漆黒なり。（但し：末端節の末端を残

す〉。

体長 14粍体幅 2.5粍o

産地ーの揮 25/VII 1919 o一頭龍谷甚右足採集。
Cepka，ゐ＇Onpa'4伽zsMoTSCHULSKY var. trimacu!atum var. nov. 

(pl. VIII, fig・10)

本襲種の原種さの相違は衣の知しo

I. 頭頂には黒色の楕園紋を有す。

2・胸背板の中央tこは薄き三傑の短かき黒縦線を有す。

5.後胸板及び第一、第二、第三腹部下両節の前竿は黒色。’

体長 12粍体幅 2粍o

産地 目覚（中繭寺） 31/VII 19n ~一頭松村博士採集。

2. Oephaloon sαku仰 eLEWIS 

Ann. Mag. Nat. Hist. (6) XV, p. 444, fig. IO (1895); 

MATSUMURA, Konchiu Bunruigaku, pt. II, p. 104. tab. 

3，日g.20 (1915). 

クピナガム V （改稽〉

クピホ Y カミキ 9 グマ v c松村）
背面濁黄色。杢鰻絹様の友黄色の軟毛を密生す。上層、頭楯、頭頂は黒
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色g 胸背板には大なる六角形の黒紋を有し、下部は狭し。稜放部黒色。麹輸

の接合部並びに側縁には太き黒色の縦傑を有す。腹面、頭部及び前、中胸部

は潤黄色。綾胸は黒色。腹部黒色、各節の側縁芭後縁tは調黄色を墨す、脚

は濁黄。後肢腔節の末端及び腿節の下竿部は黒色な b。

本種は前積l二酷似すれぎも、頭部は前種よ bも膨れたるさ、麹輸には幅

庚き縦線を有せる事芭、体色の濁黄色なる事等に依りて区別するを得ぺし。

体長~ 14粍体幅 2.5粍
cs 12.s粍 14粍体幅 2粍

産地秩 究 17/VI 1913平一頭高林兵衛兵採集。
高尾山 IO/VI 1926♀ー頭 3ニ頭

平山修衣郎氏採集。

宮の下、須走、須 山 G. LEWI.S氏採集。

分布 本州。

本種はLEWIS氏に依って富士山附近の地方t二於て十六頭の多数を採集せ

られてゐるが、該最は現在の事貨に依れば、本州中部の高原地方l二局限せら

れて生活してゐるもの芭思ふ。 LEWIS氏は十六頭の採集品の中マニ頭7ぎり色－
彩上に麓化のあるものがあったさ記述してゐるが、之は或は詑遁者が究に記

載する接種japonenseではなからうか。

匂 ＇Mloonsakurae LEWIS var. J》＇onensevar. nov. 

(pl. VIII, fig. 12) 

本接種は次の諸相違tこ依bて原種より直別せらる。

I. 胸背板の黒紋は不正形を曇し、後端の雨側には更にー封の小黒黙を

有す0

2. 麹輸は暗寅褐色を墨し、黒色縦線を換（。

体長 12粍体幅 2粍

産地秩 父 EI/VI 1913♀ー頭高林兵衛氏採集。

ヱアアミ Y ス属 （新稽）

Epha”“Uus SEMENOV 
Horae Soc. E此 Russ.XXXIV, P:・ -495 (189?-1900). 

小爪は爪さ略々同様に弱（鎌肢に曲 b、鯛角の第九、十雨節雌はにあ b

ては積々回筒形を呈す。後股腔節は雄にては強（曲 b、且つ共下側に洩き二
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重＠小講を有す0 {JACOBSON氏仁依る）

3. Ephα例 illusva1・4αbil伽 MOTSCHULSKY

Sebren］♂s Reisen II, 2, p. 141, tab. 9; fig. 16 (1869); 

JACOBSON, Kafer R出 s.u. w，田t-Europ. p. 1012, t-0b. 

83, fig. 35 (1905-13）・

オホクピナガムジ （新稀〉

黒色o前越の二種よ bも蓬に大なりo腹部の一部、前腔節、中、後附節

の一部及び初めの三鯛角節、 11、臆髪、上層の一部及麹輸は黄禍。麹鞘側縁の
下宇部は黒色。雌の腹部は寅褐。（ESCHERICH 氏 ~t擦る）

体長 16粍 体幅 3.5 粍 (JACOBSON 氏•：擦る）

産地朝鮮 (JACOBSON氏）

分布朝鮮アム－ JVo 

附龍一以上本邦tこ産する頭長最科の昆識の分類を終るものでゐるが、

勤武.CHMAN氏はコメtvラクピナガム ν（pattens）は与on幼・um麗に入れ‘タピ

ナガムジ（sakurae）はじ"ephaloon属iこ入れてゐるが、 CASEY氏の分類法院従さみ

で、下腿髪さ嫡角の特徴を基本として研究するならば、 B兵の目録は戎の様

tこ訂正せらるぺぎである。

I. （，》おloon属に編入せられてゐる該識は勿＇fttridesNEWMANめ芭

sakurae LEWIS の二種を除き悉〈争'Oil必~um 属i二編入する。

2. 平onidinm属tこ隷せしめ-te.るpa/lensl¥foTsc即日KYは之を Cephaloon
属に編入する。

而して匂＇haloon麗は北米tこ産する旬tur；幼 s及びアム－1v並びに日本
産の前述の二種を含み、勾＇On必um麗は北米tこ産する数種の種類を含むもの

である。従って又 JACOBSON氏がpal/ensを与＇On誠 um嵐に入れてゐるのも

瑛 bであ b、且つ叉共闘版はpattens~ vari'abi rs芭をλれ違ひてゐるが、之

は恐ら〈は印刷の誤bであらう。

分 布

従来の託銀iこ徴すれば本手寄り見識は奮北地方tこ於ては東西比利亜、アム

9）弘樹氏l:U毒害惑に於て伊陶ridesN町 M・t主Cepli励。時燭＠’rypeであって、締角ti短ミ
様棒員長I:主義ずる事に依って、他rD1tl.！：医別ずる事がm来るZ云ってゐる。
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-JV地方hこ限って分布し、新東北地方民於ては殆んさ大平洋沿岸地方に限っ

て分布してゐる。商して何れの地方K於りる諦：類も比較的少畿のものらしャ。

更に我固に於ける分布肢態は、俊民分類の章If(.於て詑遮Ltz様に本州に
於ては目先、須走、高尾山等の中央高地区限って産し、南樺太Uとあっては南

部はーの津から中央部の東白浦氏、更に北端の敷香地方迄産する事を知る事

が出来る。而して本州にあってはアム－1v地方氏産する種類芝、本州特殊の
種類芭を産する民反して、雨地方の中聞に位置する北海道院此何れの種額を

も産しなレのは不思議の事賓ではあるが、今後充分の蒐集調査を、進める時は、

少なぐも本州民迄分布してゐる西比利亜、アムーJV地方区産する種類を接見

L得ィきものZ想像する。言日連者は不幸ur.して共標本を見る事を得なかった

が、朝鮮民産する E.variabilis MOTSCH・は之も亦充分の調査すれば南樺太乃

至北海道に於て義見せらる、可能性があらう。

LEWIS氏民依れば本州の特産種は梨、棲等の開花期化採集した事を記し

てゐるが、南樺太~r.産するものは七月乃至八月中の採集品である。之は共地

方の地理的の位置に依って接生する般態の襲化を物語ってゐるものである。

今本邦産の種類の分布を示せば究の様である

. 

～～～～径～～～ 一2也一名～、 ～方ー～～ 一一名 :1:1~： ~1&1柑 ~ 

健 ＋キ m~Z宰軍吉蝋 緯

I. Cミphaloonpa.占'lensMOTCH. ｜オ｜｜｜｜｜｜｜アム戸ル
c. pallens cinctipenne HEYD. け｜｜｜｜｜｜｜ァム F ル
c. 戸ル…な叩肌叫tumTAMAN. (var.州 /*I I I I I I I I 
c. j>allens sachali'nense TAMAN. (var. nov・） ｜ぺ IJ I 1.1 I I 
c. pal/ens trimruulatu,_n T訓 AN.(var. nov.) I IIぺ｜｜｜｜｜

2. Cephaloon sakutae LEW. l I IぺII 111 
C. sakurae J：》・onenseTAMAN. (var. n円v.) I l 1ぺ｜｜｜｜｜
*3・ Ephamillus z•ariabilis MoTSCH・ I I I I I I刊｜｜アムール
各印は記主主者の車H せざるもの
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RESUME. 

My study convinces me血atGen. Cepルi!oonmight be classified to a new 
family perfectly independent from Oedemenaae to which it has hitherto been 

belonged. Even though C》ha!ooncl倒 elyresembl儲 toOedemeridae and及。・lo・

Uae, the following characteristics will determme what I want to argue and en--

able the family to be independent and rankend next to Meloidae. 

Head and thorax projecting and bending ; antenna eleven jointed, 

五liform,and little longer than head and thorax taken together, head 

fan-shaped, narrow at the base and broad at the apex; the collum not 

conspicuous to observe ; pronotum gradually becoming broader back-

wards, slightly curved at middle of the sides; elytra long and slender; 

the legs slender, the hind-leg extraordinaly developed than others; the 

claws on each leg with an empodium and serrated teeth within. 

According知 F.BoRCHMANN the insects in Japan that belong to 匂b

loidae are two species. But after a careful study I am quite convinced that he 

has made a great mistake in treating the species under the different genus, and 

moreover that the genus and the species which were announced to be found 

in Corea by G. JACOBSON must be added to this family. So in my opinion, 

the family in Japan, containes two genera, three species and five varieties al・

together, and they are as follows : 

1. Oephαloon pαUens MorscHULSKY 

Habitat: Saghalien. 

乙》ha!oonpal/ens MorscHULSKY var. cine.の•enne HEYDEN 

Habitat: Saghalien. 

Cephaloon pall切sMATSCHULSKY var. nigromaculatum var. nov. 

This variety differs from the typical species in the following points : 

I. Some black spots on the vertex. 

2. Fore-and hind-margins black, with a longitudinal black line from the 

middle of the fore-margin. 

3. Meso-and meta-sternum black. 

4. Suture of the abdomen beneath and the lateral sides black. 

Habitat : Saghalien. 
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。tJha!oonpal/ens MOTSCHUSKY var. sacha!z"nense var. nov. 
This variety differs from the typical C. pa.般M as follows: 

I. A large oval black patch on the vertex. 

2. Fore-and outer-margins of the pronotum almost black, with a short 

longitudinal black stripe on the middle. 

3. Suture and outer-margin of the elytra black. 

4. Meta-sternum and ventral surface of the abdomen black, except the 

extremity of the terminal segment of the latter. 

Habitat: Saghalien. 

Cephaloon pal/ens MoTSCHULSKY var. trimacu!atum var. nov. 

This is easily distinguishable from the勺rpicalspecies in the following points : 

I; A large oval black patch on the vertex. 

2. . Three longitudinal short pale blakish lines on the middle of the pro-

notum. 

3. Meta-sternum and the basal half of the 1st, 2nd and 3rd segments of 

the abdomen beneath black. 

Habitat : Honshu. 

2, Oephαloon sαkume LEwrs 

Habitat: Honshu. 

C》・haloonsakurae LEWIS var.ノaponensevar. nov. 

It differs from the typical species as follows : 

I. An irregular black patch and two small black spots on the pronotum. 

2. Elytra dark yellowish, slightly bordered by a narrow black line except 

at the fore-margin. 

Habitat: H<;mshu. 

3. Epha例 ill喧tsψ仰向bilisMOTSCHULSKY 

Habitat : Corea. 
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E玄.plana話ODof・Pla:もevm 

1. Ceplta!o(Jn sakurae LEWIS Head 

2. ,, ，， ，， Antenna 

－， ，， ，， Pronotum a. upperside b. underside 

，， ，， ，， Hind leg. 

，， ，， ，， Clq.w and empodium 

，， ，， ，， male Genitalia 

，， ，， ，， Penis a. upperside b. leteral side 

3

4

5

6

7

 8. ””” female Genitalia 

9. Cephaゐ＇onpa!!ens Mo・TSCH.vru,-. nigromat:u/atum TAMAN. (var. nov.) 

IO. ，， ，， ，， var. trimat:ulatum TAMAN. (var. nov.) 

II. ”，，，， var. sackaline1 ・e TAMAN. (var. nov.) 

12. Cep初loonsakurae LEWJ~ var. faponense TAMAN. (var. nov.) 

R島
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